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コーディネーター   

山下 俊英（大阪大学大学院医学系研究科 分子神経科学 教授） 

菊池 章（大阪大学大学院医学系研究科 分子病態生化学 教授） 

     主催：公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

         〒 560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：ｄｓｐ-2019@senri-life.or.jp  Tel：06-6873-2001 

http://www.senri-life.or.jp 

 

-千里ライフサイエンス新適塾- 

「難病への挑戦」第 43回会合 
 

「病原性 Th2細胞による慢性難治性 

気道炎症の病態形成と制御」 

講師   中山 俊憲 （なかやま としのり） 

       千葉大学大学院医学研究院 免疫発生学 教授 

日時   ２０２０年 9月９日（水）  １８：００～１９：１５ 

場所   WEB開催 

参加費 無料 

新型コロナ感染症の拡大に伴い、本会合はWEB形式に変更します。 

１．参加登録は事前申込み（E-mail）のみとし、定員(200名)になり次第締め切ります。 

２．参加予定者には、参加証を送付し、開催数日前に参加方法をお知らせします。 

3．既に、参加申込されている方には、同様に開催数日前に参加方法をお知らせします。 

財団ホームページから員になり次第締切ります。 

２．懇親会は中止し、質疑の時間を十分取ります。 

 

懇親会 ６階 千里ルームＢ  （１９：００～２０：００） 

講演・懇親会ともに参加費無料 

mailto:ｄｓｐ-2019@senri-life.or.jp
http://www.senri-life.or.jp/
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【要旨】 

病原性 Th2 細胞による慢性難治性気道炎症の病態形成と制御 

千葉大学大学院医学研究院 免疫発生学 中山俊憲 

 

「免疫記憶：Immunological Memory」は脊椎動物だけが持つ獲得免疫系（適応免疫

系）の象徴的な現象で、リンパ球が主役を果たす。インフルエンザをはじめとする種々の感

染症に対する予防接種は、免疫記憶の現象を利用した医療として大いに役立っている。逆

に、アレルギーや自己免疫疾患、種々の慢性炎症疾患の発症や病態の遷延化に関与す

る有害な病原性（pathogenic）の免疫記憶細胞も存在する。有用な免疫記憶を増強さ

せ、有害な免疫記憶（アレルゲン特異的記憶 Th2 細胞など）を抑制するといった免疫記

憶の制御法は未だ解明されていない。私たちは、免疫記憶の成立と維持に関わる細胞、

分子、遺伝子レベルの研究を行ってきた。 

 今回は、種々の慢性炎症疾患の発症や病態の遷延化に関与する有害な記憶型病原

性 Th2 細胞(Pathogenic Th2 cell: Tpath2 cell)をご紹介する。私たちが提唱している

「Pathogenic Th population disease induction model」では、Th1 病や Th2 病は Th1/Th2

のバランスの崩れによって起こるのではなく、pathogenicな Th1/Th2/Th17細胞分画が、特に

記憶細胞になる段階で（環境の影響を受けて）生じ、この“病原性記憶Th細胞”が炎症

疾患を起こすと考える（Nakayama et al. Ann. Rev. Immunol. 2017）。慢性アレルギー性

気道炎症巣における“病原性記憶 Th2 細胞”による炎症の慢性化・遷延化のメカニズムに

ついて、気管支喘息動物モデルや慢性好酸球性副鼻腔炎（ECRS）患者のポリープを用

いたヒトの炎症巣での解析を紹介する。特に、最近明らかにした繊維化を誘導する病原性

記憶Th2細胞の解析（Morimoto et al. Immunity 2018）、また、最近明らかになったアス

ペルギルス（真菌）による肺線維化における組織常在性記憶病原性 T 細胞と制御性 T

細胞の役割に関する知見をご紹介し討論したい（Ichikawa et al. Nature Immunology, 

2019）。慢性炎症疾患の病態を「病原性免疫記憶Th細胞の形成・浸潤・維持・再活性

化」の結果と捉え、病原性免疫記憶 Th1/Th2/Th17 細胞を制御することで難治性の慢性

炎症疾患をコントロールするという新たな治療戦略のコンセプトをご紹介したい。 
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【講師略歴】 

1984年   山口大学医学部卒業 

1988年   東京大学大学院医学系研究科修了 

1988年    米国国立癌研究所客員研究員 

1991年    東京大学医学部免疫学教室 助手 

1995年    東京理科大学生命科学研究所 助教授 

1998年    千葉大学大学院医学研究院 助教授 

2001年    同 教授 

2014年    千葉大学副学長  

2015年    千葉大学大学院医学研究院長・医学部長 (現在に至る) 

      

受賞：       2000年    第３回日本免疫学会賞 

2004年    第 14回アボットジャパン・アレルギー学術奨励賞 

 

学会役員等： 日本免疫学会理事、評議員 

日本アレルギー学会理事、代議員 

日本がん免疫学会理事 

日本癌学会評議員 

日本バイオイメージング学会評議員 
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 著作権法に基づき、講演の映像・音声、ならびに講演要旨は、ブログ・SNSへの掲載等へ、

複製または転用するなど、二次利用することを禁じます。 


